
 

 

 

 

 

編集委員

最近は、

パソコンを開

さて、9 月

改めて発見

ち皆でつくる

講演会の

 

 

 

 

 

★ 字誌

 今から

した。山

名護市の

もらい、そ

けでした。

 那覇市

りが行わ

のでは大

意外に

地域では

いう意識

那覇市教育

課長 

員の皆さん、

朝夕すっか

開くのも、何と

月 24 日の第

見できたでしょ

る字誌のため

の内容をまと

－ 

誌づくり 

20 年くらい

原から火が

の市史編纂

それを市史に

。 

市はどうかとい

われているの

大嶺や鏡水な

に少ないの

は「首里」とし

識があまりあり

小禄

育委員会文化

古塚達朗氏

こんにちは。

かり秋らしくな

となく気分が

第 1 回講演

ょうか。今回

めに大いに役

とめました。今

平成 22 年

い前に字誌ブ

がついたわけ

纂室が各字

にまとめると

いうと、一番

はこの小禄

などがありま

が那覇・首

してのまとまり

りません。 

禄字誌

化財課 

氏 

。 

なってきました

がいいもので

演会はいかが

は大まかなお

役立てましょう

今回、参加で

年度第 1

ブームが起こ

けですが最初

に字誌を作

いうことがき

番盛んに字誌

地域で、古

す。  

首里地域。首

りで、各「ムラ

誌編集

真剣にお
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た。心地よい

です。 

がでしたか？

お話で、これ

う！ 

できなかった

回講演会

こりま

初は

作って

っか

誌づく

古いも

首里

ラ」と

す

で

た

あ

 さ

す

が

な

集委員

お話を聞く皆

い空気のせい

？古塚先生の

れからもっとも

た皆さんもぜひ

会 「小禄再

 

那覇では久

が、久米村

できた地域な

、真和志地

ります。 

 

さて、字誌づ

。それは皆で

がら方向性を

ことです。

員会だ

さん。（古塚先

平

いか、机に向

のお話を聞い

もっと深い内

ひ読んでみて

再発見！」

久米村がその

村はもともと中

なので、他と

地域では国場

づくりは「皆で

で役割を分

を見いだす。

より 

先生、おひげ

平成 22 年

向かって本を

いて小禄の

容になるそう

てくださいね。

 － 

の歴史をま

中国の方々が

とちょっと違い

場や上間、識

で作る」とい

分担し、皆で編

そのことがと

 No.1

げが素敵ですね

10 月 12 日

を広げるのも

いいところを

うです。私た

。 

とめていま

が渡来して

います。ま

識名などが

いう作業で

編集をしな

とても大事

 

ねぇ･･･） 

 

を

た



 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ 「ウ

 「烏魯

 15-16

いた頃「

ッチ」とい

★ 古い

 垣花の

あります。

型紋土器

これま

ていました

★ 小禄

地球の

北極や南

海面が低

山下洞

く、歩いて

の平均気

東シナ海

洋とつな

の間。も

動物が渡

な動物や

小禄を

いうことは

がいえま

海面が

高いとこ

ころに移

この辺

す。です

は非常に

ウルク」と

古結制（ウル

世紀、琉球

歴代宝案」

いう人が登場

い小禄地域

の先、ミーヌ

。沖縄では

器がたくさん

までは主に東

たが、その量

禄の地形を

の気候は寒

南極の氷の

低くなったり高

洞人がいた

て慶良間ま

気温が今の

海は大きな内

ながっていま

う一つは奄

渡っていける

や人が往来

を考えると、

は、かなり高

ます。 

が高くなった

ころや低いと

り住むことを

辺りで一番高

すから、大昔

に良い場所で

ということば

ルクウッチ）」

球が活発に

という古い文

場します。 

域 

シンバルとい

最も古いと言

出ました。 

東海岸、うる

量はほんのわ

を考える 

寒暖を繰り返

の厚さが変わ

高くなったりし

頃は寒い時

まで行けるほ

東京と同じ

内海で、二ヵ

した。一つは

美とトカラ列

る程度の隙

来しました。 

慶良間まで

台の地域で

たり低くなった

ころ、または

繰り返してき

高いところは

から人々が

でした。 

ば 

」 

海外貿易を

文献に「ウル

いう所に遺跡

言われてい

るま市あたりで

わずかで一つ

します。する

わり、その影響

ます。 

時期で海面が

ほどでした。那

22-23℃くら

ヵ所だけが太

は宮古島と本

列島の間。た

間で、いろ

で歩いていけ

であったという

りすると、人

は中間ぐらい

きました。 

は小禄の御嶽

が住む場所と
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をして

ルクウ

 

で

記

 

跡が

る爪

で出

つの 

遺

跡

か

年

骨

 

ると、

響で

が低

那覇

らい。

太平

本島

ただ、

いろ

けたと

うこと

人間も

いのと

嶽で

として

要

は

場

る

人

い

「歴代宝案

で、当時、諸

記録した案文

遺跡から片手

跡からはバケ

からこれほど出

また、山下

年前の古代人

骨です。 

もう一つ、人

要です。小禄

いくつもの井

場所です。こ

と、御嶽の

人が住んでい

小禄も理に

いところとい

」は久米村に

外国とやりと

文集です。 

手分ぐらいで

ケツで量れる

出てくるのは初

洞穴の山下

人。日本で発

人が住むため

禄の金満御嶽

井戸があり、

の井戸の場

森を中心に

いたということ

にかなって、人

いえます。  

に伝えられて

とりをした手紙

です。ところが

るほどたくさん

初めてのこと

下洞人は約

発見された最

めの条件とし

嶽を考えると

大変、水の

場所を地図に

にして水の出

がわかります

人が住むの

てきた文献

紙、文書を

が、この遺

ん。西海岸

とでした。 

3 万 2 千

最も古い人

して水が必

と、周辺に

の便がいい

に落してみ

出るところに

す。 

のに都合の
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★ 小禄の地形と二つの御嶽  

那覇はもともと浮島といわれていました。国

場川の河口、漫湖は大きな海でした。 

例えば、与儀。現在の市民会館横の知事

公舎、あの辺りまで海でした。与儀市場の中に

ある小さな公園の名前は「ふなばしばる公園」、

そこまで船が来たので「ふなばしばる」という原

名がついたといわれます。 

また、知事公舎のある場所は「みゃぎばる」に

ある「みゃぎ御嶽」です。与儀の御嶽でもともと

島でした。部落から少し離れたところの島が御

嶽になっていました。 

「みゃぎ」というのは、後に「宮城」と当て字す

る場合と、「見上げ」と当て字する場合がありま

す。首里の「みゃぎむい」というのは「見上げる」

方で、後に第二尚氏初代尚円王が一度葬ら

れた場所があります。 

だいたい「みゃぎむい」というのは海のそば、

海が近いところです。今は陸になっているけれ

ども、当時はすぐそばまで海。森が海まで入って

いるようなところです。 

今の松川辺りも船が入ってくるほどの川幅で

した。安里川も今よりもっともっと広く、その湾にポ

ツンと浮いているのが那覇、浮島でした。 

では、その頃の小禄はというと、かなり入江に

なっていて中の方まで水が入っていたということ

が推測できます。そのことと、今この場所、真玉

御嶽があるということは、小禄の地形を知る上

で重要なポイントになります。 

小禄には金満御嶽（小禄の御嶽）と真玉御

嶽の二つの御嶽がありますが、一つの部落に

二つ御嶽があるというのは原則としてあり得ませ

ん。二つある場合には、二つの部落がくっつい

たというのが原則です。 

例えば、大宜味村謝名城という部落があり

ますが、そこは三つの部落がくっついてできた部

落で御嶽も三つあります。 

御嶽というのは政府公認であって、18 世紀

琉球王府が調査しています。その記録の中に

小禄は「小禄の御嶽」と「真玉御嶽」の二つが

出てきます。これは特殊な例で、他には数か所

しかありません。 

地形からみると、金満御嶽が小禄の御嶽。

真玉御嶽は「島」であったと考えられます。島だ

からニライカナイの神様として祀り、金満御嶽は

ご先祖様として崇めた。こういう例が特殊です。

★ 小禄の地形とヰ田（ゐーだ）  

地形で考えると、特異なものとしてヰ田があり

ます。どぅーむらでこれを作っていたということは

重要なポイントです。 

ヰはムシロに使うには高級な素材なので、主

に畳表として使います。畳は一般の家庭には

ほとんどなく、それを消費するところが必要で

す。 それが那覇の士族や辻などの遊郭でし

た。 

  畳を切ったあとの切れ端は運搬具としても重

宝しました。シシまちに行くと、買った肉の塊をヰ

で結わえて小指に引っかけて帰ってくる（仕

草）。 

また「琉球」という言葉は畳用語になってい

て、縁のない畳を「琉球」といいます。柔道の

加納治五郎が琉球のヰを気にいって、非常に

丈夫だからと講道館の公用の畳に用いたのが

最初という伝説があります。どうして琉球のヰを

気にいったか？ それは普通のイグサが丸い断

片なのに比べて琉球のヰは三角で丈夫だった

からです。 

琉球のヰとビーグは違うものです。そのヰ田

があるということは、地形との関わり、さらに消費

地である那覇という都市部を控えていたというこ

とが重要になります。 



 

 

 

 

 

 

★ 小禄

  紺地の

たというこ

晴れ着。

した。中で

要な現金

  綿の導

ってきた綿

同時に、

を作った

  では、小

図案の設

★ 小禄

  小禄の

われまし

られる。小

いると評

  これもや

が来て那

心の料理

さなけれ

されました

フルがあ

分たちが

★ 小禄

  他の地

傍らで自

ていました

だものを出

  いつ頃

いうことも

どぅーむら

  例えば、

どう違うの

ぐらい作

の蔬菜類

禄の織物

生産は、まず

ことが関係し

。那覇の士族

でも一番消

金収入でした

入は、垣花

綿の種を栽培

機織りをす

といわれてい

小禄は綿花

設計は専門

禄の豚 ワ

の豚はすごい

た。一番うま

小禄のワー

価された、そ

やはり那覇と

那覇に滞在

理を食するの

ればいけませ

た。もちろん、

あって豚を養

が食べるため

禄の農作物

地域では米や

自分たちが食

たが、小禄地

出荷するため

、こういった

も考えながら

らの古い特徴

、赤い人参

の？タマナー

ったか？とい

類の特徴が

「小禄紺地」

ず近くに一大

します。紺地

族がおしゃれ

費してくれる

た。 

花の儀間真常

培したところ

る女性を連

います。 

花を作っていた

的な技術で

ワーサー 

い！ハワイで

まくて大きくて

サーはそうい

それはなぜか

の関係があ

在すると、彼

ので、それに

ん。そのため

、那覇でも士

養ってはいま

めのものであっ

物 蔬菜類

や麦、さとうき

食べる程度の

地域ではバ

めに作ってい

野菜類が入

整理すると

徴が見えてき

はいつ頃？

ーは誰が作

いったことを考

出てきます。

」 

大消費地が

地はお祝い用

れ着として買

のは辻です

常が薩摩か

から始まりま

れてきて染め

たのか。染め

であるが、それ

でもすごい！

、しかも早く

いう技術を持

か？ 

あります。冊封

らもまた豚肉

堪えうるもの

めに盛んに生

士族の家に

すが、それは

って、売るもの

（そさい）

きびを作り、

の蔬菜類を

ラエティーに

いました。 

入ってきたの

、小禄の特

きます。 

チデークニ

ったのか？

考えていくと地
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があっ

用の

いま

。重

ら持

ます。

め織

めや

れは 

 どう

の

禄

の

広

  ま

で

の

とい

か

い

 

とい

育て

持って

封使

肉中

を出

生産

ワー

は自

ので

は

い

り、

あ

応

ま

影

部

た

  

その

作っ

にとん

のかと

特徴、

ニーと

どれ

地域

  ま

れ

け

  農

大

い

ッパ

とし

  こ

作

もの

うしていたのか

身分や状況

禄どぅーむらで

柄の名前は

広がりがでてき

また、織物を

ではありません

か。季節に

いうが、その

か。織物を生

ものがありま

ありません。

うことが重要

ある時、餓

、冊封使を迎

りました。全

応しましたが、

うとこんなこと

影響を与えまし

このような時

部です。小禄

。 

また、本来は

れに加えて畑

です。そして

農作物という

大嶺では昭和

ました。どこ

パです。ソテ

して輸出して

このように、そ

作物というのは

のです。 

か。織りあげ

況によって異

ではどんな柄

は何と言って

きます。 

をしてもそれを

ん。では自分

による違いは

のボロはどこ

産していた場

ます。 

小禄は売る

要です。 

死で豚が供

迎えた王府が

全琉から豚を

その時に、小

とになってしま

した。 

時に誰が一番

禄にはそういう

は米で租税を

で大豆など

、それが必要

うことで、大嶺

和の初めに輸

に輸出してい

テツの葉っぱ

ていました。 

その地域、地

はいろいろな

げる柄も、それ

異なっていたは

柄を織ってい

ていたのか。

を自分たちが

分たちは何を

？ 「フクタ

こから仕入れ

場所だからこ

るために生産

供給できな

が非常に困

をかき集めて

小禄の豚が

まうのかと、

番困るかとい

地域の特性

を納めるもの

どを育てる力

要とされまし

嶺のソテツが

輸出品として

いたかという

ぱをクリスマス

地域で作られ

なところに関

れを着る人

はずで、小

たのか。そ

こういった

が着るわけ

を着ていた

ター」を着る

れていたの

こそ興味深

産していたと

いことがあ

困ったことが

て何とか対

がまいってし

それほどの

いうと都市

性がありまし

ですが、そ

があったわ

た。 

があります。

て栽培して

うと、ヨーロ

ス用の飾り

れていた農

関連していく



 

 

 

 

 

★ 小禄

  金満御

国からの

ないもの

か？ 

  そこには

ます。小

禄城（ぐ

見られる

深いと考

  実際に

が多くい

いうよりも

★ 最後

  いくつか

の特徴、

の自慢で

  字誌を考

図を考え

方で小禄

で、日本

見えてき

ていく一番

＜編集後

 いかが

 真玉御

んて･･･。

す。その周

小禄の

府や那覇

さて、

テーマは

また改め

禄と海外と

御嶽からは青

の輸入磁器

のです。そうい

は力のある豪

小禄の御嶽で

すく）と呼ぶ

るということは

考えられます

大嶺の人は

いました。小禄

も乗組員、「水

後に･･･ 

か紹介しまし

すごいところ

できるところだ

考えるときに

えてみてくださ

禄の特徴を

本の中で、沖

ます。それが

番の近道だ

後記＞ 

でしたか。

嶽がもしか

当時に思い

周辺はどう

地形と地理

のまちの重

次回は１０

「沖縄の信

てお知らせ

との関係 

青磁が拾えま

で、沖縄で

いうものが出

豪族がいたと

であると同時

人もいます。

は、海外との

。 

は船を曳く作

禄の場合は

水主（カコ）

した。こういっ

ろ、他の部落

だといえます。

に、小禄が真

さい。小禄を

手繰ってみ

沖縄の中で

が小禄のいい

だと思います。

 

かしたら「島

いを馳せると

いう状況だ

理的位置が、

重要な役割を

月２９日

信仰」。楽しみ

せします。ぜ

（事

ます。青磁は

は焼くことが

出てくるのはな

という伝承が

時に山城として

。そういう痕跡

交易と関わ

業に従事した

、曳き手とし

」として一緒

ったところが小

落にはない小

。 

真ん中の世界

を中心にした

ると、世界の

での小禄の姿

いところを見

。 

島」だったか

と何だかワク

だったのでし

多方面にわ

を担っていた

（金）を予定

みですね♪

ぜひご参加を

事務局 上原
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は中

ができ

なぜ

があり

て小

跡が

わりが

た人

してと

に 

海

行

国

い

鍬

とい

  1

ル

の

組

す

 

 

小禄

小禄

界地

考え

の中

姿が

つけ

 

かもしれない

クワクしてき

しょう？ 

わたって琉球

たんですね。

定しています

を！ 

原仙子） 

外に行って

く時には何か

の皇帝から

ったものを高

鍬など鉄製の

いうことを聞い

5-16 世紀の

ク」という言

人が海外に

組員として重

。 

いな

きま

球王

 

す。

いる家があ

かしら物を持

らはご褒美と

高値で買い上

の農具や青磁

いています。

の海外貿易

葉が出てくる

に行っていた

要な役割を

発

－字小禄財

小禄字誌

〒901-0152

那覇市小禄

（字

Tel/Fax 

Web：http:

E-mail：za

あります。乗

持っていく。代

として、琉球か

上げてもらっ

磁の器をもら

 

易を著した案

ることからして

たことを示し、

を果たしてき

発  行 
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